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チャールズ・ダーウィン著、1859年

86
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87
『バビロニアーわれらの文明の始まり』
原著1994年、ジャン・ボッテロ著、松本健監修、南條郁子訳、創元社、1996年

88
『光の画家　レンブラント』
原著1967年、レナーテ・クリューガー、相沢知子・鈴木久仁子訳、エディションｑ、1997年
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『アンネの日記』
アンネ・フランク著、1947年

91
『オデッサ・ファイル』
原著1972年、フレデリック・フォーサイス著、篠原慎訳、角川書店、1974年

92 『旧約聖書』（『申命記』）

93
『駐独大使・大島浩』
鈴木健二著、芙蓉書房、1979年

94
『トマス・グラバーの生涯ー大英帝国の周縁にて』
原著2008年、マイケル・ガーテナ著、村里好俊・杉浦裕子訳、岩波書店、2012年

95
『富の王国・ロスチャイルド―ロスチャイルド一族の歴史から学ぶ上手なお金の生かし方』
池内紀著、東洋経済新報社、2008年

96
『盗まれた情報 : ヒトラーの戦略情報と大島駐独大使』
原著1993年、カール・ボイド著、左近允尚敏訳、原書房、1999年

97
『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
原著1905年、マックス・ウェーバー著、 大塚久雄訳、岩波文庫、1989年

98
『ベニスの商人』
1594～1597年、脚本ウィリアム・シェイクスピア

99
『ホロコーストーナチスによるユダヤ人大量殺戮の全貌』
芝健介著、中公新書、2008年

100
『ユダヤ人、世界と貨幣―一神教と経済の4000年史』
原著2002年、ジャック・アタリ著、的場昭弘訳、作品社、2015年

101
『ユダヤ人とイギリス帝国』
度会好一著、岩波書店、2007年

102
『ユダヤ人とフリーメイソンー西欧文明の深層を探る』
原著1970年、ヤコブ・カッツ著、綾部恒雄監修、大谷裕文訳、三交社、1995年
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103
『ユダヤ人と経済生活』
原著1911年、ヴェルナー・ゾンバルト著、金森誠也訳、講談社学術文庫、2015年

104
『ヨーロッパの覇権とユダヤ人』
度会好一著、法政大学出版局、2010年

105
『離散するユダヤ人―イスラエルへの旅から』
小岸昭著、岩波新書、1997年

106
『ロスチャイルド王国』
原著1992年、フレデリック・モートン著、高原富保訳、新潮選書、1975年

107
『BLACK SEA：Coast and Conguests:　From Pericles to Putin』
ニール・アシャーソン著、VINTAGE BOOKS、2011年

108
『アメリカ・キリスト教入門』
大宮有博著、キリスト新聞社、2022年

109
『インド・ユダヤ人の光と闇ーザビエルと異端審問・離散とカースト』
徳永恂・小岸昭著、新曜社、2005年

110
『海のロシア史・ユーラシア帝国の海運と世界経済』
左近幸村著、名古屋大学出版会、2020年

111
『エルサレムの20世紀』
原著1996年、マーティン・ギルバート著、白須英子訳、草思社、1998年

112
『大いなる失敗 ―20世紀における共産主義の誕生と終焉』
原著1989年、ズビグネフ・ブレジンスキー著、伊藤憲一訳、飛鳥新社、1989年

113
『外交＜上巻＞』
原著1994年、ヘンリー・A・キッシンジャー著、岡崎久彦監訳、日本経済新聞社、1996年

114
『外交＜下巻＞』
原著1994年、ヘンリー・A・キッシンジャー著、岡崎久彦監訳、日本経済新聞社、1996年

115
『ガリツィアのユダヤ人【新装版】ーポーランド人とウクライナ人のはざまで』
野村真理著、人文書院、新装版初版2022年

第四章
ロシア・ウクライナと東

方ユダヤ人

9/12



116
『牛乳屋テヴィエ』
原著1894年、ショレム・アレイヘム著、西成彦訳、岩波文庫、2012年

117
『黒海地域の国際関係』
六鹿茂夫編、名古屋大学出版会、2017年

118
『ジャッカルの日』
原著1971年、フレデリック・フォーサイス著、篠原慎訳、角川文庫、1979年

119
『宗教・地政学から読むロシアー「第三のローマ」をめざすプーチン』
下斗米伸夫著、日本経済新聞出版社、2016年

120
『新版　世界各国史20　ポーランド・ウクライナ・バルト史』
伊藤孝之・井内敏夫・中井和夫編、山川出版社、1998年

121
『新版　世界各国史　22　ロシア史』
和田春樹編、山川出版社、2002年

122
『スラヴの十字路ー新装増補版』
嵐田浩吉著、里文出版、新装増補版第一刷2022年（2013年初版）

123
『中国・開封のユダヤ人』
小岸昭著、人文書院、2007年

124
『ツァーリと民衆ーロシア神話の研究』
原著1961年、マイケル・チェルニャーフスキイ、中村正己訳、論創社、2021年

125
『脳力のレッスン―正気の時代のために』
寺島実郎著、岩波書店、2004年

126
『ひよわな花・日本ーブレジンスキーの日本論』
原著1972年、ズビグネフ・ブレジンスキー著 、 大朏人一訳、サイマル出版会、1972年

127
『プーチンとロシア人』
木村汎著、潮書房光人新社、2020年

128
『ユダヤ人ーなぜ、摩擦が生まれるのか』
原著1922年、ヒレア・ベロック著、中山理訳、祥伝社、2016年
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129
『歴史の中のロシア革命とソ連』
塩川伸明著、有志舎、2020年

130
『ローマとエルサレム』
モーゼス・ヘス著、1862年

131
『ロシア革命100年の謎』
亀山郁夫×沼野充義著、河出書房新社、2017年

132
『ロシアと黒海・地中海世界ー人と文化の交流史』
松木栄三著、風行社、2018年

133
『【中東大混迷を解く】サイクス＝ピコ協定　百年の呪縛』
池内恵著、新潮選書、2016年

134
『イスラエル vs. ユダヤ人ー中東版「アパルトヘイト」とハイテク軍事産業』
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